
２０２２年度第１回卒業試験
　

Ａ
　

２０２２．９．１４ （問題 １０枚）（写真 ９枚）

　　

学籍番号

　　　　　　　

氏名

　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ ＮＯ．Ｉ
Ａ－１

　　

冠挙縮誘発試験について正しいのはどれか。

ａ

　

誘発薬物は経口で投与する。
ｂ

　

誘発にはβ遮断薬を用いる。
ｃ

　

診断に対する感度、 特異度は３０％と低い。
ｄ

　

カルシウム桔抗薬は検査２日以上前から休薬させる。
ｅ

　

急性冠症候群患者の緊急冠動脈造影時に施行する。

Ａ－６

　　

肺炎予防のためのワクチンがあるのはどれか。

ａ

　

ＩＤ

　　

Ｃ

　

Ｔｄ

緑膿菌
ＭＲＳＡ
肺炎球菌
肺炎マイコプラズマ
肺炎クラミジア

Ａ－２

　　

腎動脈狭窄症について正しいのはどれか。

ａ

　

低レニン高アルドステロン血症の高血圧をきたす。
ｂ

　

両側腎動脈狭窄症に対しＡＣＥ阻害薬は原則禁忌である。
ｃ

　

高齢者では線維筋性異形成によるものが多い。
ｄ

　

二次性高血圧の原因疾患で最も多い。

　

腎萎縮や腎臓の左右差を認めない。

Ａ－７ 肺非結核性抗酸菌症ガイドラインにおける診断基準を満たすのはどれか。

ａ

　

噂癌から非結核性抗酸菌が１回培養同定された。
ｂ

　

病変部の経気管支肺生検の組織所見で乾酪壊死を伴う類上皮細胞性

　

肉芽腫を認めた。
ｃ

　

末梢血の結核菌特異的全血インターフェロンγ遊離測定法 （ＩＧＲＡ）

　

が陽性であった。
ｄ

　

末梢血のＭＡＣ抗体が陽性であった。
ｅ

　

病変部の気管支肺胞洗浄液から非結核性抗酸菌が１回培養同定された。

Ａ－３

　　

急性心外膜炎を合併しないのはどれか。
Ａ－８

　　

腫蕩随伴症候群とホルモンの組合せで誤っているのはどれか。
ａ

　

ＩＤ

　　

Ｃ

　

Ｔｑ

悪性腫蕩
急性心筋梗塞
ＣＯＶＩＤ－１９ワクチン接種
肥大型心筋症
放射線照射

ａ

　

Ｃｕｓｈｉｎｇ症候群
ｂ

　

高カルシウム血症
ｃ

　

抗利尿ホルモン不適合分泌症候群
ｄ

　

異所性ゴナドトロピン分泌症候群
ｅ

　

末端肥大症

Ａｄｒｅｎｏｃｏｒｔｉｃｏｔｒｏｐｉｃ

　

ｈｏｒｍｏｎｅ
Ｐａｒａｔｈｏｒｍｏｎｅ－ｒｅｌａｔｅｄ

　

ｐｅｐｔｉｄｅ
Ａｎｔｉｄｉｕｒｅｔｉｃ

　

ｈｏｒｍｏｎｅ
Ｈｕｍａｎ

　

ｃｈｏｒｉｏｎｉｃ

　

ｇｏｎａｄｏｔｒｏｐｉｎ
ｌｎｓｕｌｉｎ‐ｌｉｋｅｇｒｏｗｔｈ

　

ｆａｃｔｏｒ

Ａ－４

　　

心不全発症時に左室拡張期圧が上昇しないのはどれか。

ｄ

ｂ
大動脈弁狭窄症
僧帽弁狭窄症
肥大型心筋症
大動脈弁閉鎖不全症
拡張型心筋症

Ａ－９ 糖新生、グリコーゲン合成と最も関連する臓器はどれか。

ａ

　

肝臓
ｂ

　

脚臓
ｃ

　

小腸
ｄ

　

骨格筋
ｅ

　

脂肪組織

Ａ－５

　　

肺リンパ脈管筋腫症 ＡＭ）について誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

十ｈＵ

　　

Ｃ

　

ｔｑ

高齢女性に発症する。
喫煙が発症の危険因子である。
乳び胸の原因となる。
気胸を合併する。
肺移植の適応である。

Ａ－１０

　　

糖尿病による自律神経系障害で認めないのはどれか。

ａ

　

ｈＵ

　　

Ｃ

　

十ｄ

発汗減少
起立性低血圧
無症候性心筋虚血
胃内容物排出時間延長
呼吸性心拍変動増強
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Ａ

　

ＮＯ．２
Ａ－１１

　

低カルシウム血症、 高リン血症およびＰＴＨ高値を認める病態はどれか。２つ選べ。

ｄ

ｂ
ビタミンＤ欠乏
慢性腎不全
偽性副甲状腺機能低下症
悪性腫蕩
免疫チェックポイント阻害薬

Ａ－１６

　　

心原性脳塞栓症の原因として最も頻度が高いのはどれか。

ａ

　

」Ｕ

　　

Ｃ

　

一Ｕ

　　

ｅ

心室細動
心室頻拍
心房細動
房室ブロック
洞不全症候群

Ａ－１２

　　

特定健康診査 （メタボリックシンドローム健診） について正しいのはどれか。

ａ

　

腹囲測定は必須ではない。
ｂ

　

メタボリックシンドロームの基盤病態は皮下脂肪の蓄積である。
ｃ

　

メタボリックシンドロームの血糖値判定基準は空腹時１２６ｍｇ／ｄＬ以上である。
ｄ

　

メタポリツクシンドロ」ムの収縮期血圧判定基準は１３０ｍ画ｇ以上である。
ｅ

　

メタボリックシンドロームの脂質判定基準はＬＤＬ－コレステロール

　

１４０ｍｇ／ｄＬ以上である。

Ａ－１３

　　

尿検査について正しいのはどれか。

Ａ－１７

　　

狭窄率が９０％の症候性頚部頚動脈狭窄症に対する脳梗塞再発予防薬はどれか。

ａ

　

アス ピリ ン
ｂ

　

ステロイ ド
ｃ

　

ワルファリン
ｄ

　

カルバマゼピン
ｅ

　

ペタヒスチンメシル酸塩

Ａ－１８

　　

転座と疾患の組合せで誤っているのはどれか。

ａ

　

正常尿のｐＨは８．５以上である。
ｂ

　

正常尿比重は１．０２０を超えない。
ｃ

　

尿沈潜の赤血球数は拡大 （１００倍） で算定する。
ｄ

　

尿沈潜の検体処理は１，５００ｒｐｍの遠心を５分間行う。
ｅ

　

硝子円柱は正常尿ではみられない。

ａ

　

ｔ（８；２１） 急性骨髄性白血病
ｂ

　

ｔ（９；２２） 急性リンパ性白血病
ｃ

　

ｔ（９；２２） 慢性骨髄性白血病
ｄ

　

ｔ（１４；１８） 成人Ｔ細胞白血病
ｅ

　

ｔ（１５；１７）

　　　　　　　　

急性前骨髄球性白血病

Ａ－１９

　　

末梢血塗抹Ｍａｙ ｉｅｍｓａ染色標本 （Ｂｒｉ紙Ａ－１９） を別に示す。Ａ－１４

　　　

中心静脈へのカテーテル留置や内シャント （ブラッドアクセス） が必要なく行え

　　　　

るのはどれか。

ａ

　

血液透析
ｂ

　

持続緩徐式血液ろ過透析
ｃ

　

血凝交換療法
ｄ 腹膜透析
ｅ 血液ろ過

鑑別すべき疾患はどれか。２つ選べ。

ａ

　

再生不良性貧血
ｂ

　

骨髄異形成症候群
Ｃ

　

ｖｏｎＷｉｌｌｅｂｒａｎｄ病
ｄ

　

Ｂｅｒｎａｒｄ－Ｓｏｕｌｉｅｒ症候群
ｅ

　

発作性夜間ヘモグロビン尿症

Ａ－１５

　　

大脳皮質病変を最も示唆する症候はどれか。

ａ

　

観念失行
ｂ

　

断綴性言語
ｃ

　

ヘミバリスム
ｄ Ｂａｂｉｎｓｋｉ徴候
ｅ

　

、Ｖｅｒｎｉｃｋ Ｍａｎｎ肢位

Ａ一２０

　　

造血幹細胞から骨髄系共通前駆細胞を経て産生される血球でないのはどれか。

ａ

　

単球
ｂ

　

赤血球
ｃ

　

好中球
ｄ

　

血小板
ｅ

　

形質細胞
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Ａ

　

ＮＯ．３
Ａ－２１ 関節リウマチの治療標的となっている分子はどれか。

ａ

　

１Ｌ－１７
ｂ

　

ＪＡＫ〈ＪａｎｕｓＫｉｎａｓｅ〉
ｃ

　

ＴＬＲ〈Ｔｏｌｌ－ｌｉｋｅｒｅｃｅｐｔｏｒ〉－４
ｄ

　

ＰＤ 〈ｐｒｏｇｒａｍｍｅｄｃｅｌｌｄｅａｔｈ〉－ｌ
ｅ

　

ＶＥＧＦ 〈ｖａｓｃｕｌａｒｅｎｄｏｔｈｅｌｉａｌｇｒｏｗｔｈｆａｃｔｏｒ〉

Ａ－２６

　　

現在国内で利用できるＲ工内用療法の適用として誤っているのはどれか。

ａ 分化型甲状腺癌の肺転移
ｂ

　

肺腺癌の脳転移
ｃ

　

去勢抵抗性前立腺癌の骨転移
ｄ

　

治癒切除不能な肺神経内分泌腫蕩
ｅ

　

治癒切除不能な褐色細胞腫

Ａ－２２

　　

ＣＴおよびＭＲ工の造影剤について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

造影剤腎症 （ｃｏｎｔｒａｓｔｉｎｄｕｏｅｄｎｅｐｈｒｏｐａｔｈｙ） はＣＴのヨード造影剤

　

による腎障害のことである。
ｂ

　

ＭＲ工のガドリニウム造影剤はＣＴのヨード造影剤に比して体重ｌｋｇあたり

　

の投与量が多い。
ｃ

　

ＭＲ工のガドリニウム造影剤はＭＲＣＰ（ＭＲ胆管瞳管造影） の撮像に使用する。
ｄ

　

ＭＲ工のガドリニウム造影剤を用いた造影検査はＴ２強調像を用いて行う。
ｅ

　

ＣＴのヨード造影剤は透析を行っている患者に投与することができる。

Ａ－２３

　　　

骨盤部ＭＲ工のＴ２強調矢状断像 （ＢＩＪ紙Ａ－２３） を別に示す。

　　　　

別紙に示す番号 （①～⑥） と番号が指す部位の組合せで正しいのはどれか。２つ

　　　

選べ。

ａ

　

①
ｂ

　

②
ｃ

　

③
ｄ

　

④
ｅ

　

⑤

恥骨
筋層
辺縁域 （ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ

　

ｚｏｎｅ）
頭管上皮
直腸

Ａ－２４

　　

術後照射を除く外部照射で、 根治目的の対象となる病期工の疾患はどれか。

　　　

ａ

　

乳癌

　　　

ｂ

　

胃癌

　　　

ｃ

　

結腸癌

　　　

ｄ

　

食道癌

　　　

ｅ

　

甲状腺乳頭癌

Ａ－２７

　　

正常の中枢神経組織のＨ－Ｅ染色標本

　

御ｉ紙Ａ－２７） を別に示す。

　　　

部位はどこか。

ａ

　

大脳
ｂ

　

中脳
ｃ

　

′」・脳
ｄ

　

橋
ｅ

　

延髄

Ａ‐２８

　　

消毒用アルコールの効果が懇望のはどれか。２つ選べ。

ａ

　

プリオン
ｂ

　

Ｇａｎメヱメａ

　

ａ／おＺｃａ刀ｓ
ｃ インフルエンザウイルス

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　
ｅ

　

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌

　

．（ＭＲＳＡ）

Ａ－２９

　　

梅毒について誤っているのはどれか。

ａ

　

梅毒はオーラルセックスでも感染する。
ｂ

　

コンドームの使用で梅毒の二次感染防止ができる。
ｏ

　

近年、 早期顕症（１期十Ｄ期）梅毒の届け出は増加している。
ｄ

　

妊娠女性が羅患し治療が遅れると、先天梅毒の児が生まれる可能性がある。
ｅ

　

治療はペニシリンを第一に選択する。

Ａ‐３０

　　

メタ分析 〈メタアナリシス〉 について正しいのはどれか。
Ａ一２５

　　

前立腺癌の骨転移に行われる放射線治療はどれか。２つ選べ。

ａ 電子線による外部照射
ｂ

　

陽子線による外部照射
ｏ ガンマ線による外部照射
ｄ エックス線による外部照射
ｅ

　

塩化ラジウムによる放射性同位元素内用療法

ａ

　

異なるアウトカム指標を統合する分析である。
ｂ

　

効果推定量をファンネルプロットで評価する。
ｃ

　

サンプルサイズが少ない研究は研究対象から除外される。
ｄ

　

英語のみならずその他の言語で書かれた論文も研究対象とする。
ｅ

　

出版バイアスを防止するためにできるだけ多くの研究対象とする。

別

　

紙
Ａ－２３

別

　

紙
Ａ－２７
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Ａ

　

ＮＯ．４
Ａ－３１

　

研修医と指導医の会話を示す。

研修医： 「新型コロナウイルス感染症で入院中のＡさんについてですが、

　　　　

今朝から様子がおかしいんです」
指導医： 「状況を教えてください」
研修医： 「少しぼんやりしています。 昨晩、 悪寒戦′簾を伴い、３９℃まで発熱

　　　　　

したと看護師から報告されました。 呼吸数は２４回／分でした」
指導医： 「ＰＰＥ対応で血液培養２セットと血液検査をしておいてください」
研修医： 「血液培養２セットと血液検査ですね」
指導医： 「それでお願いします」
研修医： 「一緒に診察してもらえませんか。Ａさんの様子が昨日までと全く

　　　　

違うので、 私は不安です」
指導医： 「では、 一緒に診察してみましょう」

　

この会話で用いられているコミュニケーションスキルはどれか。２つ選べ。

ａ

　

クロスモニタリング
ｂ

　

２チャレンジルール
ｃ チェックバック
ｄ

　

コ」ルアウト
ｅ

　

ＣＵＳ（カス）

Ａ－３２

　　

がん対策基本法に関連する事項について正しいのはどれか。

ａ

　

法施行１０年でがんによる年齢調整死亡率は減少した。
ｂ

　

コロナ禍でがん検診の受診数が増加した。
ｃ

　

がんゲノム検査で診断される治療可能な遺伝子異常の頻度は約５０％である。
ｄ

　

禁煙はがんの二次予防である。
ｅ

　

がん患者の就労支援は法に含まれない。

Ａ‐３３

　　

血清検体と比較して、 血繁検体に当てはまる特徴はどれか。

ａ

　

溶血が多い。
ｂ

　

凝固因子が含まれていない。
ｃ

　

蛋白分画への影響が少ない。
ｄ

　

ＬＤの偽高値が出にくい。
ｅ

　

採血から測定までに時間を要する。

Ａ－３６

　　　

４２歳の女性。 呼吸困難を主訴に来院した。３２歳時に強皮症と診断され、 以降は内

　　　

服治療を継続し定期的に通院していた。半年前から階段昇降時などの労作時に呼吸

　　　

困難を自覚するようになったが日常生活には支障はなかったので担当医に伝えてい

　　　

なかった。 その後も徐々に労作時呼吸困難が増悪し１か月前からは平地歩行で呼吸困

　　　

難を自覚するようになり、 最近は呼吸困難で家の中での生活にも支障が出てきたの

　　　

で受診した。 意識は清明。 体温 ３６．がＣ。 脈拍 ９０／分、整。 血圧 １１２／５８ｍ面ｇ。 呼吸

　　　

数２２／分。Ｓｐ ９２％ （ｒｏｏｍａｉｒ）。 血液所見：赤血球 ４０８万、Ｈｂ１２．８ｇ／ｄＬ、Ｈｔ

　　　

３６％、 白血球 ７，８００、 血小板 １８万。 血液生化学所見：ＡＳＴ９４Ｕ／Ｌ、ＡＬＴ８８Ｕ／Ｌ、 尿

　　　

素窒素 ２０ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン １，ｏｍｇ／ｄＬ、 尿酸 ５．８ｍｇ／ｄＬ、Ｎａ１３８ｍＥｑ／Ｌ、Ｋ

　　　

４．７ｍＥｑ／Ｌ、ＣＩ

　

Ｉ０２ｍＥｑ／Ｌ。 ＣＲＰ０，１２ｍｇ／ｄＬ。Ｄダイマー ０．５

　

”ｇ／ｍＬ未満。 その後、

　　　

検査目的で入院となった。 心エコー図 （別紙Ａ－３６Ａ） と右心カテーテル検査の測定

　　　

値の表

　

御Ｊ紙 Ａ－３６Ｂ） を別に示す。

　　　　

この患者に認められる所見はどれか。

ａ

　

肺うっ血
ｂ

　

奇脈
ｏ

　

□音の減弱
ｄ

　

下肢浮腫
ｅ

　

間欠性破行

Ａ」３５

　　　

７６歳の女性。 高血圧、 糖尿病の診断で加療中であったが、 管理は不十分であっ
た。３日前の起床時に強い前胸部痛を自覚していたが、 自宅で様子を見ていた。 本日
になって胸部違和感の持続と突然の呼吸困難感を訴えて救急外来に搬送された。意識は昏迷状態。血圧 ８２／５２ｍｍＨｇ、 脈拍数 １０２／分。 心尖部にＬｅｖｉｎｅｍ／Ｗの全収縮
期雑音を聴取する。両側肺野に高度の湿性ラ音を聴取した。胸部エックス線写真で
は心胸郭比は４８％で、 両肺野のバタフライ陰影を認める。 来院時の心電図

　

鯛一紙 Ａ－
３５） を別に示す。

　

この患者について正しいのはどれか。

ａ

　

心電図では急性期の下壁心筋梗塞が疑われる。
ｂ

　

心雑音からは左室自由壁破裂が疑われる。
ｃ

　

心エコーでは左房・左室内を移動する異常なエコー像が観察される。ｄ

　

ドプラ検査では大動脈弁前後に高度の圧較差が観察される。
ｅ

　

内科的治療の継続が適切である。

Ａ－３４

　　

麻酔導入後に気管挿管を確認する方法はどれか。２つ選べ。

ａ

　

腹壁の上下運動の確認
ｂ

　

カプノメ」夕一の波形確認
ｏ

　

胸部聴診法による呼吸音の聴取
ｄ

　

腹部聴診法による呼吸音の聴取
ｅ パルスオキシメ」夕一の基線の揺れ

別

　

紙
Ａ「３６ Ａ，Ｂ
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Ａ

　

ＮＯ．５

Ａ－３７

　

８１歳の女性。施設入所中。意識消失のため救急搬送された。本日、入浴後に着替
えようとして浴室を出た際に突然意識を消失し倒れた。音に気付いた施設職員が慌
てて呼びかけたところ、すぐに意識は清明となった。明らかな外傷や痛撃発作を認
めない。 既往歴：高血圧症のためサイアザイド系利尿薬を内服している。 家族歴、
生活歴に特記すべきことはない。 意識は清明。 血圧 １０２／６８ｍ画ｇ、 左右差は認めな
い。 脈拍 ８６／分、 整。 体温 ３６．７℃。 呼吸数 １８／分。Ｓｐ ９６％ （ｒｏｏｍａｉｒ）。 眼陰結
膜はやや蒼白である。眼球結膜に黄染は認めない。心音と呼吸音に異常は認めな
い。腹部は平坦、軟で、異常な拍動や腫大、圧痛は認めない。四肢に浮腫やチア
ノーゼは認めない。 その他、 全身に明らかな外傷や神経学的異常は認めない。 検査
所見＝心電図、 心エコー検査に異常は認めない。

　

意識消失の原因として最も考えられるのはどれか。

Ａ－４０

　　　

６０歳の女性。 生来健康であった。 胸部ＣＴ検診を初めて受診したところ、 肺野の結

　　　

節影を指摘された。 胸部ＣＴ（Ｂ－」紙 Ａ－４０） を別に示す。

　　　　

正しいのはどれか。

ａ

　

咳勲の原因となる。
ｂ

　

易感染宿主に発症する。
ｃ

　

気管支肺胞洗浄が診断に有用である。
ｄ

　

ＰＥＴで高集積を示す。
ｅ

　

予後は良好である。

ａ

　

急性大動脈解離
ｂ

　

肺塞栓症
ｃ 大動脈弁狭窄症
ｄ 起立性低血圧
ｅ

　

閉塞性肥大型心筋症

　

７８歳の男性。畑仕事中に突然背部に激痛を生じた。休んでいても背部痛が改善し
ないために救急車で搬送された。 高血圧にて近医を通院中であったが内服は忘れる
こともあった。 身長 １６７ｃｍ、 体重 ６０ｋｇ。 血圧 １９０月１ｏｍｍＨｇ、 左右差なし。 心拍数
９０／分。 心音と肺音に異常は認めない。 腹部は平坦、 軟で、 圧痛を認めない。 四肢に
麻庫を認めない。胸部造影ＣＴ

　

鯛一紙Ａ‐３８） を別に示す。

　

この患者の治療薬で正しいのはどれか。２つ選べ。

Ａ－３８

ａ

　

抗血小板薬
ｂ

　

β遮断薬
ｃ

　

抗コリン薬
ｄ

　

カルシウム桔抗薬
ｅ

　

抗凝固薬

Ａ－４１

　　

２３歳の男性。 喫煙歴はなし。３年前から鼻閉感、 膿性の鼻汁もみられていたが、 放

　　　

置していた。１年前から膿性疲がみられるようになり、 咳も出ていた。 最近、 膿性療

　　　

が更に増加するようになり、 発熱も時にみられるようになったため、 近医を受診し

　　　

た。 胸部エックス線で異常を認め、 精査目的で紹介受診となった。 体温３７．がＣ。 脈

　　　

拍 ９６／分、 整。 血圧 １１３／７９ｍ面ｇ。 呼吸数 １８／分、 整。Ｓｐ０２９６％ （ｒｏｏｍａｉｒ）。 胸

　　　

部聴診上、 両側下肺野でｃｏａｒｓｅｃｒａｃｋｌｅｓを聴取。 血液所見：赤血球 ５４７万、Ｈｂ

　　　

１５．３ｇ／ｄＬ、Ｈｔ４４．９％、 白血球 １０，０００。 生化学所見：総蛋白

　

８．３ｇ／ｄＬ、 アルブミ

　　　

ン ４．９ｇ／ｄＬ、ＣＲＰ３．５９ｍｇ／ｄＬ。 寒冷凝集反応 ５１２倍。 呼吸機能検査：％ＶＣ８２．０％、

　　　

ＦＥＶ，．ｏ％５８．５％。 来院時の胸部ＣＴ

　

御」紙 Ａ－４１） を別に示す。 また、 入院後に気管支

　　　

鏡検査を実施し、経気管支肺生検を行ったところ、病理組織所見で細気管支周囲に

　　　

リンパ球を中心とした炎症細胞浸潤を認めた。

　　　　

この患者に対する治療薬として、 正しいのはどれか。

ａ

　

副腎皮質ステロイド
ｂ リファンピシン
ｃ イトラコナゾール
ｄ

　

エリスロマイシン
ｅ

　

ガンシクロビル

　

７６歳の男性。発熱と呼吸困難を主訴に来院した。３年ほど前から、咳と労作時呼
吸困難にて、 近医に通院し、 処方を受けていたが、３か月ほど前から通院を自己中
断していた。５日ほど前から、３７．５℃の発熱が出現し、 膿性療、 咳が増え、 徐々に
呼吸困難が増強するため受診した。喫煙は、３０本／日を５５年間、昨年から禁煙して
いる。来院時、意識は清明。身長１６８ｃｍ、 体重 ５０ｋｇ、 体温３７．６℃。 脈拍 ９７／分、
整。呼吸数２１／分。Ｓｐ ９３％ （ｒｏｏｍａｉｒ）。端鳴が著明で、吸気時に肥大した胸鎖
乳突筋が目立つ。

　

この患者の初期治療として正しいのはどれか。２つ選べ。

Ａ－３９

ａ

　

副腎皮質ステロイ ドの吸入
ｂ

　

短時間作用性β２刺激薬の吸入
ｃ 抗菌薬の投与
ｄ

　

略疲調整薬の投与
ｅ 酸素療法

別

　

紙
Ａ－４２

　

Ａ，Ｂ

Ａ－４２

　　　

３９歳の男性。 高血圧症、 糖尿病で通院中であった。１週間前に咽頭痛、発熱が出

　　　

現し、 その後呼吸困難も出現してきたため来院した。 身長 １７５ｃｍ、 体重 １２０ｋｇ。 体

　　　　

温 ３８．５ｑＣ。Ｓｐ０２９５％（ｒｏｏｍａｉｒ）。 血液所見；白血球 ５，６７０（好中球７２％、 単球

　　　

８％、 リンパ球２０％）、Ｈｂ１７．３ｇ／ｄＬ、 血小板 １５．８万、ＣＲＰ４．８ｍｇ／ｄＬ、ＡＳＴ４０

　　　

工Ｕ／Ｌ、ＡＬＴ４２１Ｕ／Ｌ、 γ→ＧＴＰ８１Ｕ／Ｌ、ＬＤＨ４３５Ｕ／Ｌ（基準１２４～２２２）、 尿素窒素

　　　

１５ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン １．７ｍｇ／ｄＬ、 フェリチン ４９１ｎｇ／ｍＬ（基準 １０～２４０）、Ｄダ

　　　

イマー ４．２

　

”ｇ／ｍＬ、 鼻腔ｓＡＲＳ－Ｃｏｖ－２のＰＣＲ検査陽性。 胸部エックス線写真

　

御」紙

　　　

Ａ－４２Ａ）と胸部ＣＴ（別紙Ａ－４２Ｂ）を別に示す。

　　　　

この時点の治療法で適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

ワクチン接種
ｂ

　

副腎皮質ステロイド投与
ｃ

　

体外式膜型人工肺（ＥＣＭＯ）
ｄ

　

抗ウイルス薬投与
ｅ

　

ヘパリン投与

別

　

紙
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Ａ
　

ＮＯ．６

Ａ－４３

　

４５歳の男性。 これまでの健康診断で異常を指摘されたことはなく、 また既往歴、
手術歴、薬剤服用歴も全くなかった。数日前から動棒、冷汗などの低血糖様症状が
出現し、 近医を受診した。 血糖 ３８ｍｇ／ｄＬ、 血圧 ７８／４６ｍ岨ｇ、Ｎａ１２２ｍＥｑ／Ｌ、Ｋ４．２
ｍＥｑ／Ｌ。

　

この時点で最も考えられる疾患はどれか。

ａ

　

イ ンスリノーマ
ｂ インスリン自己免疫症候群
ｃ

　

褐色細胞腫
ｄ 甲状腺機能冗進症
ｅ

　

副腎皮質機能低下症

４８歳の男性。健康診断で高血圧、耐糖能異常および脂質異常症を指摘され来院し
た。 身長 １６８ｃｍ、 体重 ７５ｋｇ。 体温３６．がＣ。 血圧 １４８／９６ｍｍＨｇ。 眉弓部の膨隆、
鼻・口唇の肥大、 下顎の突出、 巨大舌を認める。

　

この患者に見られるのはどれか。

Ａ－４４

ａ

　

ソマトスタチン誘導体で成長ホルモン増加
ｂ

　

ブドウ糖７５ｇ経ロ投与で成長ホルモン低下
ｃ

　

インスリン様成長因子

　

ＯＧＦ－１） 高値
ｄ

　

ＴＲＨ負荷試験で成長ホルモン低下
ｅ 血清リン低値

４８歳の女性。３年前から高血圧症に対し降圧薬を処方されている。 近医で血察し
ニン活性 ０．ｌｎｇ／ｍＬ／時間 （基準 ０．５～２．０）、 アルドステロン １８０ｐｇ／ｍＬ（基準
４０～１２０） を指摘され来院した。 身長 １５６ｃｍ、 体重５３ｋｇ、 脈拍

　

６８／分、 血圧
１７２／１０４ｍ岨ｇ。
予想される検査所見はどれか。

Ａ－４５

ａ

　

低尿酸血症
ｂ

　

高カリウム血症
ｃ

　

高カルシウム血症
ｄ

　

呼吸性アシドーシス
ｅ

　

代謝性アルカローシス

Ａ－４６

　

２３歳の女性。 腹痛と悪心を主訴に来院した。３日前から３７ｑＣ台の発熱があり、 その
後、 著明な口渇、 多飲および多尿をきたした。 身長 １５８ｃｍ、 体重 ４５ｋｇ。 体温
３７．８℃。 脈拍 １１６／分、 整。 血圧 １１０／６４１ｍＨｇ。 呼吸数 ２８／分。Ｓｐ０２９８％（ｒｏｏｍ
ａｉｒ）。 皮膚のツルゴールは低下している。 尿ケトン体３十。 血液生化学所見：随時血
糖４００ｍ ｄＬ、ＨｂＡ１ｃ６．５％（基準 ４．３～５．８）、 尿素窒素 ３０ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン
１．３ｍｇ／ｄＬ、Ｎａ１３３ｍＥｑ／Ｌ、Ｋ４．９ｍＥｑ／Ｌ、ＣＩ９６ｍＥｑ／Ｌ。 動脈血ガス （自発呼吸、
ｒｏｏｍａｉｒ）：ｐＨ７．２６、ＰａＣ０２１６Ｔｏｒｒ、Ｐａ０２１０５Ｔｏｒ

　

ＨＣ０３
】７ｍＥｑ／Ｌ。

　

次に行うべきなのはどれか。２つ選べ。

Ａ一４７

　　　

７０歳の女性。 高血圧の精査目的で紹介となった。 約１０年前から高血圧を指摘され

　　　

ており、 複数の降圧薬を処方されているが管理は不良であった。 心雑音はない。 謄

　　　

周囲に血管性雑音を認める。脈拍７６／分、 整。 血圧 １６４／９２ｍ耐ｇ。 尿所見：蛋白

　　　　

（±）、 潜血 （－）。 血液所見：赤血球 ４２１万、Ｈｂ１２．５ｇ／ｄＬ、Ｈｔ３３％、 白血球

　　　

６，８００。 血液生化学所見：総蛋白 ７．２ｇ／ｄＬ、 アルブミン ４．６ｇ／ｄＬ、 尿素窒素 ２２

　　　

ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン １．ｏｍｇ／ｄＬ、Ｎａ１４０ｍＥｑ／Ｌ、Ｋ３．２ｍＥｑ／Ｌ、ＣＩ

　

Ｉ０６ｍＥｑ／Ｌ。 腹

　　　

部造影ＣＴにて、 左腎動脈起始部の狭窄を認める。

　　　　

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

高血圧患者の約１０％を占める。
ｂ

　

左右腎静脈レニン活性比が診断に有用である。
ｃ

　

血察しニン活性は低下する。
ｄ

　

血凝アルドステロン濃度は上昇する。
ｅ

　

レニン・アンジオテンシン系阻害薬は禁忌である。

Ａ－４８

　　　

５６歳の男性。 腎機能異常を指摘されて来院した。９年前の健診で血糖高値を指摘さ

　　　

れていた。１年前に浮腫を自覚し、 近医で２型糖尿病と慢性腎臓病ステージＧ４期と診

　　　

断されたが、 通院が億劫で自己中断していた。２か月前に視力低下のため眼科を受診

　　　

したところ高度な腎不全を指摘され、 紹介された。 身長 １７０ｃｍ、 体重７６ｋｇ。 体温

　　　

３６．がＣ。 脈拍

　

６６／分、 整。 血圧 １３４／７６ 回Ｈｇ。 両下肢に高度の浮腫を認める。 アキ

　　　

レス膿反射の消失を認める。 尿所見：蛋白３十、 尿糖３十、 ケトン体（－）、 潜血

　　　

（±）。 尿蛋白／尿クレアチニン比 ５．２ｇ／ｇＣｒ。 血液所見：赤血球 ３００万、Ｈｂ８．７

　　　

ｇ／ｄＬ、Ｈｔ２６．１％、 ＭＣＶ８７．ｏｆＬ、 血小板 ２３万。 血液生化学所見：総蛋白

　

５．９

　　　

ｇ／ｄＬ、 アルブミン ２．９ｇ／ｄＬ、 尿素窒素 ４４ｍｇ／ｄＬ、 クレアチニン ４．３ｍｇ／ｄＬ、ｅＧＦＲ

　　　

１２．４ｍＬ／分／１．７３ｍ２、 随時血糖 １６４ｍｇ／ｄＬ、ＨｂＡ１ｃ７，１％、Ｎａ１４０ｍＥｑ／Ｌ、Ｋ５．２

　　　

ｍＥｑ／Ｌ、ＣＩ

　

ＩＩ０ｍＥｑ／Ｌ、 血清鉄 ８１ “ｇ／ｄＬ（基準 ８０～１７０）、ＴエＢＣ２８０“ｇ／ｄＬ（基

　　　

準 ２９０～３９０）、 フェリチン ２４３ｎｇ／ｍＬ（基準 ７．４～８６）。 胸部エックス線写真で両

　　　

側に少量の胸水を認める。

　　　　

この患者に行うべき対応として正しいのはどれか。

ａ

　

腎生検を行う。
ｂ

　

スピロノラクトンを開始する。
ｃ

　

ビグアナイド薬を開始する。
ｄ

　

腎代替療法の治療選択について説明を行う。
ｅ

　

鉄剤の内服を開始する。

ａ

　

ｌＯ

　　

Ｃ

　

１ｑ

生理食塩水の輸液を開始する。
スルホニル尿素薬を投与する。
重炭酸ナトリウムを静注する。
速効型インスリンの持続静注する。
特効型インスリンを皮下注射する。
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Ａ

　

ＮＯ．７

３７歳の女性。 両下肢筋力低下と歩行障害を主訴に来院した。２週間前に左大腿の
異常感覚を自覚した。その後、異常感覚は左下肢全体から胸部へと拡がっていっ
た。１週間前からは両下肢に力が入りにくくなり歩行が困難となってきた。昨日か
ら尿意を感じなくなり、吃逆や幅吐などの症状もでてきたため受診した。５年前に

Ａ－４９

も幅吐と吃逆を繰り返したことがあり、その時は心因性＝屋吐と診断された。既往歴
にはＳｊ６ｇｒｅｎ症候群がある。 意識は清明。 体温 ３５．９ｑＣ、 血圧 １０５／８４ｍ画ｇ。 脈拍
９１／分、整。頭頚部・胸腹部には異常所見なし。脳神経には異常なし。両下肢に屈
筋群優位の痘縮を伴う筋力低下、 両下肢臆反射冗進、Ｂａｂｉｎｓｋｉ徴候陽性、 両側Ｔｈ３
以下の全感覚鈍麻、自著暁直腸障害を認める。血液所見、血液生化学所見に異常を認
めない。脳脊髄液検査：細胞数６５／圃

３（単核球８０％、 多形核球 ２０％）、 蛋白

　

７６
ｍｇ／ｄＬ（基準 １５～４５）、 糖 ６５ｍｇ／ｄＬ。 脳脊髄ＭＲＩのＴ２強調像御」紙 Ａ－４９）を別に示
す。

　

この疾患で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

日本人よりも白人で有病率が高い。
ｂ

　

脳脊髄液検査でオリゴクローナル工ｇＧバンド陽性のことが多い。
ｃ

　

多彩な自己抗体が検出される。
ｄ

　

急性期にはステロイドパルス療法を行う。
ｅ

　

再発予防にインターフェロンβ製剤を用いる。

Ａ一５０ ２３歳の女性。 自宅でテレビを見ている時に意識障害と全身けいれんが出現し、 救
急搬送された。搬送時は意識清明で診察上、四肢の麻庫や失調を認めない。頭部
ＭＲＩでも明らかな異常なし。 脳波検査の結果御Ｊ紙 Ａ一５０）を別に示す。 病歴を聴取す
ると、 これまでも時々手指のピクツキを自覚しており、 中学生のころ、 テレビゲ←
ムをしているときに全身強直性けいれんの既往があるとのことであった。

　

この患者に対する治療薬として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

バルブ口酸
ｂ

　

カルバマゼピン
ｃ

　

レベチラセタム
ｄ

　

エトスクシミド
ｅ

　

ＡＣＴＨ

５０歳の男性。 突然の頭痛をきたし、 緊急受診した。 意識はＪＣＳ ロー１０、 麻庫はな
い。 血圧は１９０／ｌｏｏｍｍＨｇ。 脈拍７０／分、整。緊急で施行した頭部単純ＣＴ（別紙 Ａ－
５１） を別に示す。
次に行うべき検査はどれか。２つ選べ。

Ａ－５１

ａ

　

脳波
ｂ

　

腰椎穿刺
ｃ

　

脳血管撮影
ｄ

　

脳血流検査 （ＳＰＥＣＴ）
ｅ

　

ＣＴアンギオグラフィー

Ａ－５２

　　　

７４歳の女性。 かかりつけ医から白血球増多、 血小板増多を指摘され紹介受診し

　　　　

た。 体温 ３６．５ｑＣ。 脈拍 ７２／分、 整。 血圧 １３６／７８ｍｍＨｇ。 体表リンパ節を触知しな

　　　

い。 牌を左肋骨弓下に３ｃｍ触知する。 血液所見：白血球 １４２，０００（後骨髄球 １％、 梓

　　　

状核好中球２％、分葉核好中球６７％、 好酸球 １％、 好塩基球１４％、 リンパ球

　　　　

１４％、 単球 １％）、Ｈｂ１３．９ｇ／ｄＬ、ＭＣＶ９ｌｆＬ、 血小板 １１０．０万。 血液生化学所見：

　　　

総蛋白

　

７．６ｇ／ｄＬ、 アルブミン ４．３ｇ／ｄＬ、 総ビリルビン ０．５ｍｇ／ｄＬ、ＡＳＴ２０Ｕ／Ｌ、

　　　

ＡＬＴ１３Ｕ／Ｌ、ＬＤ２８５Ｕ／Ｌ（基準 １２０～２４５）、 尿素窒素 １６ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン

　　　

０．６６ｍｇ／ｄＬ、 尿酸 ３．４ｍｇ／ｄＬ。 末梢血好中球Ｆ工ＳＨにてＢＣＲ／ＡＢＬ融合シグナルが

　　　

９６．９％陽性。

　　　　

治療薬として適切なのはどれか。

ａ

　

ダサチニブ
ｂ

　

リツキシマブ
ｃ

　

アザシチジン
ｄ

　

ルキソリチニブ
ｅ

　

レポフロキサシン

Ａ－５３

　　　

３６歳の女性。 貧血の精査で来院した。 若いころから立ちくらみとめまいとを感じ

　　　　

ている。 血液所見：赤血球 ５１０万、Ｈｂｌｏ．１ｇ／ｄＬ、Ｈｔ３１．２％、 網赤血球 １．２％、 白

　　　

血球４，２００、 血小板 １８万、 総鉄結合能 ２９０

　

”ｇ／ｄＬ（基準２９０～３９０）。 血清生化学所

　　　　

見：血清フェリチン ９５ｎｇ／ｍＬ（基準 ２０～１２０）、Ｆｅｌｏｏ“ｇ／ｄＬ。 免疫血清学所

　　　　

見：ＣＲＰＯ．３ｍｇ／ｄＬ。 末梢血塗抹Ｍａｙ ｉｅｍｓａ染色標本

　

御」紙Ａ－５３） を別に示す。

　　　　

確定診断のために有用な検査はどれか。

ａ

　

骨髄生検
ｂ

　

グロビン鎖合成比
ｃ

　

直接クームス試験
ｄ 赤血球浸透圧抵抗試験
ｅ

　

ＣＤ５９赤血球表面マーカー検査

Ａ－５４

　　　

３８歳の女性。 血液検査値異常の精査目的で来院した。１週間前から３７℃台の発熱と

　　　

咽頭痛があった。 昨日、自宅近くの診療所で実施した血液検査で異常がみられたた

　　　

め紹介されて受診した。 既往歴に特記すべきことはない。 意識は清明。 体温

　　　

３７．６ｑＣ。 脈拍 ９２／分、整。 血圧 ９８／６０ｍ面ｇ。眼陰結膜は貧血様。口腔粘膜に点状出

　　　

血が散在し、 咽頭発赤を認める。 心音と呼吸音とに異常を認めない。 腹部は平坦、

　　　

軟で、 右肋弓下に肝をｌｃｍ触知する。 牌は触知しない。 両側下腿に点状出血を認め

　　　

る。 血液所見：赤血球 ３０５万、Ｈｂ９．２ｇ／ｄＬ、Ｈｔ２９．６％、 白血球 １，８００（梓状核好

　　　

中球６％、分葉核好中球５８％、 好酸球 ２％、 単球１２％、 リンパ球 ２２％）、 血小板

　　　

２．８万。 骨髄血塗抹Ｍａｙ－Ｇｉｅｍｓａ染色標本 （別紙 Ａ－５４） を別に示す。

　　　　

この患者でみられる染色体異常はどれか。

ａ

　

ｔ（８；２１）
ｂ

　

ｔ（９；２２）
ｃ

　

ｔ（１１；１４）
ｄ

　

ｔ（１４；１８）
ｅ

　

ｔ（１５；１７）
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Ａ

　

ＮＯ．８

　

７０歳の男性。２か月前から左耳の聞こえの悪さを自覚し、１か月前からは乾性咳
轍、 両下腿浮腫が出現したために来院した。 尿所見：蛋白３十、 潜血３十、 糖（－）。 血
液所見：赤血球３２１万、Ｈｂ

　

ｌｏ．４ｇ／ｄＬ、Ｈｔ３１％、 白血球 ９，２００（梓状核好中球
５％、分葉核好中球６０％、 好酸球 ３％、 単球 ５％、 リンパ球 ２７％）、 血小板 ３８

Ａ－５５

万。血液生化学所見：尿素窒素 ２１ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン １．９９ｍｇ／ｄＬ、ＬＤ３５０Ｕ／Ｌ
（基準 １７６～３５３）、ＣＫ５２Ｕ／Ｌ（基準３０～１４０）。 免疫血清学所見：ＣＲＰ３．３
ｍｇ／ｄＬ、 リウマトイ ド因子 〈ＲＦ〉 陰性、ＭＰＯ－ＡＮＣＡ３．５Ｕ／ｍＬ未満 （基準 ３．５未満）、
ＰＲ ＡＮＣＡ２２．４Ｕ／ｍＬ（基準 ３．５未満）。 胸部ＣＴ（別紙 Ａ－５５Ａ）、 腎生検ＰＡＳ染色標
本（別紙Ａ－５５Ｂ） を別に示す。

　

診断として最も考えられる疾患はどれか。

ａ

　

抗ＧＢＭ病
ｂ

　

顕微鏡的多発血管炎
ｃ 多発血管炎性肉芽腫症
ｄ 全身性エリテマトーデス
ｅ

　

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

４０歳の女性。検診で両腎に腫癌を指摘され来院した。自覚症状はない。腹部ダイ
ナミックＣＴ（別紙Ａ－５６Ａ～Ｃ） を別に示す。

　

正しいのはどれか。２つ選べ。

Ａ－５６

ａ

　

右腎の腫痛は脂肪成分の存在を疑う。
ｂ

　

右腎の腫癌は男性に発生することが多い。
ｃ

　

右腎の腫癌はｖｏｎＨｉｐｐｅ１一Ｌｉｎｄａｕ病に合併することがある。
ｄ

　

左腎の腫癌は腎嚢胞を疑う。
ｅ

　

右腎の腫癌は強い造影効果を示す。

Ａ－５８

　　　

２２歳の女性。 昨夜から左側腹部痛が出現、 改善しないため受診した。 発熱はな

　　　

い。触診上、腹部は平坦、軟であるが左肋骨脊柱角に叩打痛を認めた。腹部超音波

　　　

を施行した。その腹部超音波像（別紙Ａ‐５８） を別に示す。 所見では左水腎症を認

　　　

め、 尿管を追跡した左下腹部縦走査において高輝度のエコー （矢印） を認めた。 な

　　　

お、 写真上部の目盛りは１目盛りがｌｃｍに相当する。

　　　　

現時点での方針として正しいのはどれか。

ａ

　

経過観察
ｂ

　

抗菌薬投与
ｃ

　

輪液
ｄ

　

衝撃波砕石術
ｅ

　

体内砕石術

Ａ一５９

　　　

５０歳の男性。 人間ドックの胸部単純ＣＴで異常を指摘されて来院した。 既往歴と家

　　　

族歴に特記すべきことはない。 喫煙歴と飲酒歴はない。 身長 １７０ｃｍ、 体重 ６５ｋｇ。

　　　

体温 ３６．５℃、 脈拍 ６８／分。 血圧 １３０／７２ｍ耐ｇ。 呼吸数 １８／分、Ｓｐ０２９８％（ｒｏｏｍ

　　　

ａｉｒ）。 心音と呼吸音に異常を認めない。 肺野条件のＣＴ 卵一紙Ａ－５９） を別に示す。

　　　　

この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

別

　

紙
Ａ－５６

　

Ａ（）Ｃ

ａ

　

胸部エックス線撮影で定期的な経過観察を行う。
ｂ

　

胸部造影ＣＴが診断に有用である。
ｃ

　

ＰＥＴ／ＣＴは診断に有用ではない。
ｄ

　

肺癌の可能性が高い。
ｅ

　

直ちに抗癌化学療法を行う。

６２歳の男性。心不全で外来加療中に、右下腹部痛のため救急受診し精査となっＡ－５７
た。 数か月前から下痢と顔面の紅潮あり。 セロトニンの代謝産物である尿中５－ハイ
ドロキシインドール酢酸が高値を示す。 腎下極レベルの腹部造影ＣＴの横断像 （別紙
Ａ－５７） を別に示す。
鑑別診断に最も適した核医学検査はどれか。

ａ

　

ＦＤＧ一ＰＥＴ
ｂ

　

メチオニンＰＥＴ
ｃ

　

ＭＩＢＧシンチグラフイ
ｄ

　

ソマトスタチン受容体シンチグラフィ
ｅ タリウムシンチグラフイ

Ａ一６０

　　　

２０歳の女性。１週間前からの発熱、 呼吸困難を主訴に来院した。 近医で抗菌薬と

　　　

感冒薬を処方され内服したが改善しなかった。 最近、 彼氏ができて喫煙を始めた。

　　　

意識は清明。 体温３７．９ｑＣ。 脈拍 ８８／分、 整。 血圧 １０８／６６ｍｍＨｇ。 呼吸数 ２２／分。

　　　

ｓｐｏ２９３％（ｒｏｏｍａｉｒ）。聴診で胸部に異常音を認めない。血液所見：赤血球４５６万、

　　　

Ｈｂ１２．５ｇ／ｄＬ、Ｈｔ４２％、 白血球 １２，８００（得状核好中球１０％、 分葉核好中球

　　　

７０％、 好酸球 ５％、 単球４％、 リンパ球 １０％）、 血小板 ２８万。 血液生化学所見：

　　　

総蛋白

　

７．５ｇ／ｄＬ、 アルブミン ３．８ｇ／ｄＬ、 総ビリルビン ０．８ｍｇ／ｄＬ、ＡＳＴ２０

　　　

１Ｕ／Ｌ、ＡＬＴ３２１Ｕ／Ｌ、ＬＤ２１０工Ｕ／Ｌ、ＡＬＰ３００１Ｕ／Ｌ、 γ－ＧＴＰ４０１Ｕ／Ｌ。 免疫学所見：

　　　

ＣＲＰ７．８ｍｇ／ｄＬ。 ＫＬ－６８００Ｕ／ｍＬ、 β－Ｄグルカン ｍｐｇ／ｍＬ。 胸部単純ＣＴ（別紙 Ａ－

　　　

６０） を別に示す。

　　　　

治療として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

酸素投与
ｂ

　

ＳＴ合剤投与
ｃ

　

副腎皮質ステロイド投与
ｄ

　

抗結核薬投与
ｅ 気管支拡張薬投与

別

　

紙
Ａー５５ Ａ，Ｂ
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Ａ

　

ＮＯ．９

Ａ－６１

　

６５歳の男性。 建設業に４０年間従事している。３か月前から咳が出現し、 次第に労
作時の息切れと胸痛とを自覚するようになり来院した。経気管支肺生検組織のＨ－Ｅ
染色標本（別紙Ａ－６１） を別に示す。
考えられる沈着物質はどれか。

ａ

　

アルミニウム
ｂ

　

石綿
ｃ

　

炭粉
ｄ

　

ベリリウム
ｅ

　

遊離珪酸（シリカ）

Ａ－６２

　

１９歳の女性。 外陰部の強い痔痛を主訴に来院した。 最終月経は２４日前から５日間。
月経周期は不規則。性交渉経験あり。３日前から３８．４℃の発熱があり、外陰部の痔痛
が出現し、増強し、排尿も困難となったため来院した。他の皮膚症状と眼症状を認
めない。診察にて両側の外鼠径リンパ節の腫大と圧痛とを認める。腹部は平坦、軟
で、圧痛と自発痛とを認めない。外陰部両側に発赤を伴う小水庖が複数みられる。
一部の水癌が破れて浅い潰癌を形成している。外陰部の写真

　

御Ｊ紙Ａ－６２） を別に示
す。

　

治療薬として適切なのはどれか。

ｂ

　

アンピシリン
ａアンクロヒル

　　　

Ｅ 回ｃ

　

アモキシシリン
ｄ

　

スピラマイシン
ｅ

　

アジスロマイシン

　

２７歳の男性。発熱、咽頭痛を主訴に来院した。２日前から咽頭痛があり、昨日から
発熱があるため受診した。妻は６日前に発熱、咽頭痛を認めたが現在は改善してい
る。 身長 １７０ｃｍ、 体重６５ｋｇ。 体温３７．がＣ。 呼吸数 １６／分。Ｓｐ０２９７％ （ｒｏｏｍ
ａｉｒ）。心音と呼吸音に異常を認めない。血液所見；赤血球４４０万、Ｈｂ１３．５ｇ／ｄＬ、
白血球５，０００、 血小板２８万。 血液生化学所見：ＣＲＰＩ．５ｍｇ／ｄＬ。 胸部エックス線写
真では肺炎像を認めない。 唾液を用いたＳＡＲＳ－Ｃｏｖ－２のＰＣＲ検査は陽性であった。

　

治療薬として適切なのはどれか。

Ａ－６４

　　　

７８歳の男性。 発汗と悪心を主訴に来院した。 前日の朝６時ころ、 ソファに座って新

　　　

聞を読んでいたところ、発汗と悪心が出現したが５分程度で改善した。 当日朝６時こ

　　　

ろ、リビングで椅子に座ってテレビを見ていたところ、 再び発汗と悪心が出現し

　　　

た。・これが６０分以上持続するため、 心配した家族に伴われて午前９時に受診した。 高

　　　

血圧症、糖尿病で自宅近くの医療機関に通院中である。体温３５．８℃。 脈拍 ９６／分、

　　　

整。 血圧 １２８／８６ｍｂＤＨｇ。 呼吸数 ２０／分。Ｓｐ０２９６％ （ｒｏｏｍａｉｒ）。胸部聴診で異常を

　　　

認めない。 来院時の簡易測定血糖は１９５ｍｇ／ｄＬであった。 検査所見：心電図では明ら

　　　

かなＳＴ－Ｔ変化を認めない。 心電図検査後、 速やかに心筋トロポニンＴを測定したとこ

　　　

ろ、 結果は陰性であった。 心筋梗塞発症からの時間による心筋トロポニンＴの感度と

　　　

特異度の表を以下に示す。

急性心筋梗塞発症からの時間

　

感度

　　

特異度

　　　　　　　　　　　

（％）

　

（％）

翌煙垂ま乾き；デモ憲三』三塁≧呈さ馨鮭モーゼｇ２‐４時間

　　　　　　　　　　　　　

５５

　　　

７０

巽遡卿！おきき窄まざさぞ喜憂きざ葬１きき聾
６‐１２時間

　　　　　　　　　　　　　

９５

　　　

７０

国談誓頓興きききき三森羅２辱孝二『繋ぎき隻璽９

　

トロポニンＴを測定する前のこの患者の急性心筋梗塞である検査前確率を７０％と考
えた場合、 トロポニンＴが陰性にもかかわらず急性心筋梗塞である確率に最も近いの
はどれか。

ａ

　

６０％
ｂ

　

５５％
ｃ

　

４５％
ｄ

　

３５％
ｅ

　

３０％

Ａ－６５

　　　

６５歳の男性。 胃癌による癌性腹膜炎、 腸閉塞のため入院した。 予後は１か月程度

　　　　

と推定されている。２週間が経過し、 排便停止、 腹部膨満、 持続性腹痛 （ＮＲＳ

　　　

６／１０） および全身倦怠感のため緩和ケアチームに紹介された。ＰＳ４、経鼻胃管が挿

　　　

入されている。 身体所見では、 貧血、 黄痘、 痩せを認め、◆腹部は膨隆し波動を伴

　　　

い、 下肢に著明な浮腫を認める。

　　　　

実施すべきでない投薬・処置はどれか。

ａ

　

アセトアミノフェン
ｂ

　

プレドニゾロン
Ｃ

　

ニンテダニブ
ｄ

　

トシリズマブ
ｅ

　

バリシチニブ

ａ

　

ステロイ ド
ｂ

　

利尿薬
ｃ

　

オクトレオチド
ｄ

　

下剤
ｅ

　

オビオイ ド

?

筑

の
? 857×5

の

の



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　

Ａ－６６

　　　

２９歳の女性。 動棒と手指の震えを主訴に来院した。 半年前から暑がりになり、 多
量に汗をかくようになったという。最近になり、動惇と手指の震えが出現したため
受診した。脈拍１１８／分、 整。 血圧 １２２／７４ｍ耐ｇ。頚部触診で甲状腺の腫大を認め
る。心音と呼吸音とに異常を認めない。手指に振戦を認める。血液所見：赤血球
４３１万、Ｈｂｌｌ．９ｇ／ｄＬ、Ｈｔ３５％、 白血球 ５，９００、 血小板 １８万。 血液生化学所見：
総蛋白

　

６．０ｇ／ｄＬ、 アルブミン ３．５ｇ／ｄＬ、ＡＳＴ２３Ｕ／Ｌ、ＡＬＴ２１Ｕ／Ｌ、 尿素窒素 １２
ｍｇ／ｄＬ、 ク レアチニン ０，５ｍｇ／ｄＬ、Ｎａ１４１ｍＥｑ／Ｌ、Ｋ４．２ｍＥｑ／Ｌ、ＣＩ

　

Ｉ０８ｍＥｑ／Ｌ、Ｃａ
９．８ｍｇ／ｄＬ、ＴＳＨＯ．１“Ｕ／ｍＬ未満 （基準 ０．５～５．０）、 ＦＴ４１ｏｎｇ／ｄＬ以上 （基準 ０．９～
１．７）、ＦＴ３３０ｐｇ／ｍＬ以上 （基準 ２．３～４．０）、 抗ＴＳＨ受容体抗体２０．６１Ｕ／Ｌ（基準 １．０
未満）。

　

この患者のアレルギー反応の分類はどれか。

ａ

　

ｌ型アレルギ」
ｂ

　

ｌ

　

ｌ型アレルギー
ｃ

　

Ｉ

　

Ｄ型アレルギー
ｄ

　

ｌ

　

ｖ型アレルギー
ｅ

　

ｖ型アレルギー

Ａ－６７

　　　

２４歳の男性。 交通外傷のため救急車で搬入された。 問いかけに対して名前は言え
る。 心拍数 １２０／分。 血圧 ７４／５０ｍｍＨｇ。 呼吸数 ２６／分。Ｓｐ０２９６％ （ｒｏｏｍａｉｒ）。 右
前胸部に圧痛があり、大量輪液を行っても血圧の上昇がみられなかった。出血の持
続と凝固障害の合併が懸念されるため、血液型の確定を待たずに院内にある輸血製
剤を用いて輸血療法を行うことにした。
輸血開始時の赤血球液ＬＲと新鮮凍結血察ＬＲの組合せで適切なのはどれか。

　

赤血球液ＬＲ 新鮮凍結血繋ＬＲ
ａ

　

ｏ型Ｒｈ（＋）

　　　　　　　　　　

０型Ｒｈ（＋）
ｂ

　

ｏ型Ｒｈ（－）

　　　　　　　　　　

０型Ｒｈ（－）
ｃ

　

ｏ型Ｒｈ（＋）

　　　　　　　　　　

ＡＢ型Ｒｈ（＋）
ｄ

　

ｏ型Ｒｈ（－）

　　　　　　　　　　

ＡＢ型Ｒｈ（－）
ｅ

　

ＡＢ型Ｒｈ（－）

　　　　　　　　

一

　

畑型Ｒｈ（－）

Ａ－６８

　　　

５５歳の男性。 右利き。 言語障害と歩行障害が生じて入院した。 意識は清明、 右片
麻庫を認め、頭部ＭＲ工で左前頭葉から頭頂葉にかけての脳梗塞と診断された。発症５
日目合併症はなく、 現在リハビリテーションを行っている。 意識は清明、 生命徴候
は安定しているが、 重度の右片麻庫と失語症が残存している。

　

この時期に行うべきこととして誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ

　

座位訓練
ｂ

　

構音訓練
ｃ

　

爪切りの訓練
ｄ

　

摂食嚇下訓練
ｅ

　

利き手交換訓練

の

の紐

0

の
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心エコー （左室短軸断面；拡張期）
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